
世
界
で
唯
一
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
王
国
ネ
パ
ー
ル
で
一
九
九
八
年
十
二
月
一
、

二
の
両
日
、
同
国
政
府
主
催
で
初
の
世
界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た
㈲

同
国
政
府
か
ら
招
待
さ
れ
て
出
席
し
て
き
た
の
で
、
サ
ミ
ッ
ト
の
模
様
を

報
告
し
た
い
。
「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
・
信
仰
心
の
あ
る
ま
じ
め
な
人
が
実
際
に
訪
ね

て
見
て
感
激
す
る
場
所
は
、
こ
の
四
つ
で
あ
る
。
そ
の
四
つ
と
は
ど

れ
ど
れ
で
あ
る
か
？

〈
修
行
完
成
者
は
こ
こ
で
お
生
れ
に
な
っ
た
〉
と
い
っ
て
、
信
仰

心
あ
る
良
家
の
子
が
実
際
に
訪
ね
て
見
て
感
激
す
る
場
所
が
あ
る
。

〈
修
行
完
成
者
は
こ
こ
で
無
上
の
完
全
な
さ
と
り
を
開
か
れ
た
〉

と
い
っ
て
、
信
仰
心
あ
る
良
家
の
子
が
実
際
に
訪
ね
て
見
て
感
激
す

る
場
所
が
あ
る
。

〈
修
行
完
成
者
は
こ
こ
で
教
え
を
説
き
始
め
ら
れ
た
〉
と
い
っ
て
、

信
仰
心
あ
る
良
家
の
子
が
実
際
に
訪
ね
て
見
て
感
激
す
る
場
所
が
あ

る
。

〈
修
行
完
成
者
は
こ
こ
で
煩
悩
の
残
り
の
無
い
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の

境
地
に
入
ら
れ
た
〉
と
い
っ
て
、
信
仰
心
あ
る
ま
じ
め
な
人
が
実
際

、
く
く
く
く
く
く
く
く
く
／
タ
ブ
Ｒ
４
ノ

海
外
ニ
ュ
ー
ス

鼬
４
く
く
く
く
く
く
く
く
〆
う
う
、
く
ノ

初
の
世
界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て

ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン

に
訪
ね
て
見
て
感
激
す
る
場
所
が
あ
る
。
」

（
中
村
元
「
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
』
岩
波
文
庫
）

と
「
浬
梁
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
四
大
聖
地
の
一
つ
、
釈
尊
が
王
子
と
し

て
生
を
受
け
た
ル
ン
ビ
ニ
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
西
へ

三
百
キ
ロ
。
こ
の
聖
地
に
世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
た
め
に
、
今
回
の
サ
ミ

ッ
ト
は
開
催
さ
れ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
は
ま
ず
十
一
月
三
十
Ｈ
の
プ
レ
・
サ
ミ
ッ
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
（
作
業
部
会
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
作
業
部
会
を
招
集
し
た
カ
ド
カ

文
相
は
政
府
が
ル
ン
ビ
ニ
開
発
に
全
力
を
尽
く
す
固
い
決
意
を
表
明
し
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
の
メ
ッ
カ
や
メ
ジ
ナ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ

て
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
よ
う
に
、
ル
ン
ビ
ニ
が
仏
教
徒
並
び
に
平
和
を
愛
す

る
人
々
に
と
っ
て
巡
礼
の
中
心
と
な
る
べ
き
だ
と
強
く
主
張
し
た
。

基
調
演
説
で
ア
ー
ナ
ン
ダ
・
グ
ル
ゲ
博
士
は
、
個
人
お
よ
び
社
会
の
平

和
と
調
和
の
源
流
で
あ
る
点
で
仏
陀
の
教
え
は
人
類
に
対
す
る
最
大
の
貢

献
で
あ
り
、
仏
陀
は
カ
ー
ス
ト
や
性
別
に
係
わ
ら
ず
誰
で
も
〃
悟
り
（
精

神
的
な
至
高
）
〃
へ
到
達
で
き
る
と
説
い
た
人
類
史
上
最
初
の
伝
道
者
で

あ
る
と
指
摘
し
た
。
博
士
は
ま
た
、
社
会
問
題
に
対
す
る
仏
陀
の
関
心
に

焦
点
を
あ
て
、
仏
陀
の
教
え
は
人
生
を
哲
学
的
に
説
明
す
る
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
山
賊
行
為
に
対
し
て
仏
陀
が
示
し
た
解
決
策
は
山
賊
の
処
罰

で
は
な
く
、
施
し
と
食
物
や
種
お
よ
び
正
し
い
賃
金
と
い
っ
た
補
助
を
通

じ
て
の
貧
困
の
根
絶
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。

博
士
は
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
ル
ン
ビ
ニ
を
世
界
平
和
の
源
流
と
し
、
仏
教

徒
の
み
な
ら
ず
世
界
の
平
和
を
愛
す
る
人
々
の
巡
礼
の
中
心
と
宣
言
す
る

こ
と
に
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
評
価
し
た
。
さ
ら
に
ル
ン
ビ
’
一
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ウ
ト
、
開
発
・
建
設
作
業
に
付
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
ル
ン
ビ
ニ
開
発
信

託
基
金
へ
の
寄
付
の
振
り
分
け
の
詳
細
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

博
士
は
ル
ン
ビ
ニ
の
幾
つ
か
の
記
念
物
、
考
古
学
上
の
遺
跡
が
過
去
の

政
治
的
不
安
定
さ
と
自
然
に
よ
る
破
壊
の
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
。

ま
た
、
ル
ン
ビ
ニ
開
発
信
託
の
構
成
の
頻
繁
な
変
更
と
政
治
的
な
介
入
に

よ
っ
て
信
託
の
仕
事
は
非
効
率
、
無
効
果
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。

博
士
は
ル
ン
ビ
ニ
開
発
の
基
本
計
凹
を
再
検
討
す
る
重
要
性
に
焦
点
を

当
て
、
短
期
・
中
期
・
長
期
の
計
画
と
し
て
区
分
け
を
行
な
う
よ
う
提
言

は
あ
ら
ゆ
る
仏
教
徒
が

伝
統
、
学
派
の
区
別
な

く
、
世
界
平
和
を
推
進

す
る
共
同
作
業
を
す
る

の
に
焦
点
と
な
る
地
で

あ
る
と
強
調
し
た
。

基
訓
講
演
の
二
人
目

は
著
名
な
学
者
で
敬
謙

な
仏
教
徒
で
あ
る
ハ
ル

カ
・
グ
ル
ン
博
士
。
グ

ル
ン
博
士
は
ア
シ
ョ
ヵ

王
の
訪
川
か
ら
現
在
ま

で
の
ル
ン
ビ
ニ
の
歴
史

を
簡
潔
に
発
表
。
ル
ン

ビ
ニ
で
行
な
わ
れ
て
き

た
基
本
計
画
の
レ
イ
ァ

し
た
。
博
士
は
ま
た
ル
ン
ビ
ニ
開
発
に
対
す
る
政
府
の
つ
よ
い
関
与
と
、
ル
ン

ビ
ニ
開
発
信
託
を
政
治
よ
り
上
部
に
位
置
す
る
真
の
自
治
的
機
構
と
し
て

規
定
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

基
調
講
演
に
続
く
一
般
討
議
で
は
ル
ン
ビ
ニ
の
開
発
の
た
め
の
国
際
委

員
会
を
緊
急
に
復
活
さ
せ
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
国
連
開
発
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の
代
表
は
、
国
連
は
こ
れ
か
ら
も
援
助
を
喜
ん
で
継
続
す

る
こ
と
を
保
証
し
た
。

ル
ン
ビ
ニ
開
発
基
本
計
画
の
見
直
し
と
、
ル
ン
ビ
ニ
の
さ
ら
な
る
開
発

の
た
め
に
組
織
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
〃
透
明
″
な
計
間
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
、
ル
ン
ビ
ニ
の
開
発
は
同
地
域
の
開
発
と
手
を
携
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

外
来
の
参
加
者
は
ル
ン
ビ
ニ
の
開
発
は
一
義
的
に
は
ネ
パ
ー
ル
人
の
責

任
で
あ
る
と
指
摘
。
し
っ
か
り
し
た
国
内
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
確
立
さ

れ
れ
ば
、
外
部
か
ら
の
金
銭
的
、
物
質
的
、
人
的
資
源
の
流
れ
も
容
易
に

な
る
と
指
摘
し
た
。

イ
ン
ド
か
ら
の
高
名
な
参
加
者
サ
マ
ー
・
マ
ン
ガ
ラ
師
は
、
平
和
を
意

味
す
る
ル
ン
ビ
ニ
は
、
自
分
が
発
明
し
た
科
学
に
よ
っ
て
、
自
ら
絶
滅
へ

向
か
っ
て
い
る
人
類
す
べ
て
の
希
望
で
あ
る
と
述
べ
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者

は
ル
ン
ビ
ニ
の
重
要
性
が
仏
陀
の
生
誕
の
地
で
あ
る
こ
と
に
あ
り
、
ル
ン

ビ
ニ
は
普
遍
的
な
平
和
の
殿
堂
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
と
述
べ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
の
参
加
者
ニ
マ
ー
ル
・
サ
マ
ラ
ス
ン
デ
ラ
氏
は
ル
ン

ビ
ニ
で
の
仏
教
大
学
の
創
設
を
提
言
し
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。
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十
二
月
一
日
。
世
界
三
十
ヵ
国
か
ら
の
約
四
百
人
の
代
表
団
お
よ
び
参

加
者
を
集
め
、
仏
陀
の
生
誕
の
地
ル
ン
ビ
ニ
で
肚
界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト
が

始
ま
っ
た
。
開
会
式
で
は
王
室
評
議
会
を
代
表
し
て
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
・

ビ
ー
ル
・
ビ
ク
ラ
ム
・
シ
ャ
ー
皇
太
子
殿
下
が
法
燈
に
点
灯
す
る
こ
と
で

開
催
を
宣
言
。
皇
太
子
殿
下
は
仏
陀
の
教
え
、
特
に
世
界
平
和
、
友
好
お

よ
び
共
存
な
ど
は
過
去
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
現
在
に
も
十

分
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

「
太
古
か
ら
人
類
は
平
和
を
追
い
求
め
て
き
た
。
平
和
が
現
存
し
な
い

は
途
上
に
あ
る
。

今
こ
の
と
き
、
私
達
は
三
十
年
以
上
前
に
、
亡
き
祖
父
マ
ヘ
ン
ド
ラ
王

と
先
の
国
連
事
務
総
長
故
ウ
・
タ
ン
ト
氏
の
二
人
が
ル
ン
ビ
ニ
の
開
発
の

た
め
の
国
際
協
力
に
イ
ニ
シ
ァ
チ
ヴ
を
と
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
い
と

思
う
。
日
本
の
建
築
家
丹
下
健
三
氏
の
ル
ン
ビ
ニ
開
発
の
基
本
計
画
も
ま

た
偉
大
な
貢
献
で
あ
っ
た
。

ル
ン
ビ
’
一
を
仙
界
平
和
の
礎
に
す
る
と
い
う
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
、
ル
ン

ビ
ニ
の
地
で
開
催
す
る
こ
と
は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
意
義
と
重
要
性
を
さ
ら
に

強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
ル
ン
ビ
ニ
の
全
面
的
な
開
発
へ
の
適
切
な
計
Ⅲ
と
決

意
の
宣
言
を
採
択
で
き
る
よ
う
に
希
望
す
る
」

と
、
述
べ
ら
れ
た
皇
太
子
殿
下
は
、
世
界
の
す
べ
て
の
平
和
を
求
め
る

人
々
が
、
世
界
遺
産
で
も
あ
る
こ
の
ル
ン
ビ
ニ
の
開
発
作
業
に
協
力
し
参

加
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
由
を
表
明
さ
れ
た
。

ネ
パ
ー
ル
政
府
を
代
表
し
て
ギ
リ
ャ
・
プ
ラ
サ
ド
・
コ
イ
ラ
ラ
首
相
は
、

「
昔
か
ら
、
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
と
も
に
ネ
パ
ー
ル
で
栄
え
て
き

た
。
両
方
の
宗
教
の
後
継
者
は
、
一
緒
に
巡
礼
し
、
互
い
の
祭
礼
に
参
加

し
、
神
々
を
共
有
し
て
き
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
社
会
は
両
宗
教
の
統
合
体
を

象
徴
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ネ
パ
ー
ル
政
府
と
国
民
は
ル
ン
ビ
ニ
の
発
展
に
専
心
し
て
い
る
。
政
府

は
道
路
を
建
設
し
た
し
、
空
港
設
備
を
拡
張
し
た
し
、
種
類
も
豊
富
な
六

十
万
本
以
上
の
木
も
植
え
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
電
気
や
水
を
供

給
し
、
ル
ン
ビ
ニ
を
仏
教
徒
と
全
世
界
の
平
和
愛
好
者
の
最
も
神
聖
な
殿

堂
に
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
て
き
た
〔
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国
際
空
港
を
作
る
た
め
の
予
備
工
事
も
始
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
こ
と
は
、

自
覚
し
て
い
る
。
政
府
は
こ
の
数
年
間
、
我
々
の
ル
ン
ビ
ニ
発
展
の
た
め

の
努
力
が
十
分
に
は
援
助
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
ネ
パ
ー
ル
政

府
は
ル
ン
ビ
ニ
を
世
界
全
人
類
の
協
力
に
よ
る
国
際
的
複
合
体
と
す
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
、
組
織
、
そ
し
て
友
好
的
な
国
家
と
協
力
す
べ
く
、

全
力
を
尽
く
す
つ
も
り
で
あ
る
。

私
は
ま
た
、
ル
ン
ビ
ニ
開
発
計
画
は
地
域
住
民
の
福
利
と
密
接
し
て
完

成
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

ル
ン
ビ
’
一
は
地
理
的
に
は
ネ
パ
ー
ル
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま

た
人
類
の
世
界
遺
産
で
も
あ
り
、
そ
の
開
発
に
は
全
世
界
が
関
心
を
寄
せ

て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
機
会
を
借
り
て
世
界
の
平
和
愛
好
者
と
仏
教
者

た
ち
と
に
、
ル
ン
ビ
ニ
の
早
急
な
開
発
に
共
に
努
力
し
よ
う
と
呼
び
か
け

た
い
。釈
尊
は
ア
ヒ
ン
サ
（
非
暴
力
と
平
和
）
を
説
か
れ
た
。
そ
れ
故
、
関
係

諸
機
関
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
平
和
に
関
す
る
宣
言
・
決
定
は
世
界
平
和
の
源

泉
で
あ
る
こ
の
ル
ン
ビ
ニ
の
聖
地
か
ら
な
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
」

と
、
発
言
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
駐
在
の
タ
イ
国
大
使
は
タ
イ
国
王
か
ら
の
サ
ミ
ッ
ト
へ
向
け

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
対
策
相
お
よ
び
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
宗
教
相
も
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
た
。
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
の

長
文
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
代
表
に
よ
っ
て
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

ブ
ー
タ
ン
の
サ
ン
カ
ナ
ヤ
ッ
ク
・
ア
ニ
ル
デ
ゥ
ラ
・
マ
ハ
ス
タ
ヴ
ィ
ー

ル
・
ア
ハ
タ
リ
・
ラ
マ
師
を
は
じ
め
参
加
諸
国
の
高
位
の
僧
侶
も
発
言
し

た
ｃ
こ
の
後
、
ア
チ
ャ
ル
ャ
副
首
相
を
議
長
に
サ
ミ
ッ
ト
会
議
が
行
な
わ
れ

た
。
翌
二
日
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
は
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
、
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
皇

太
子
、
コ
イ
ラ
ラ
首
相
、
ア
チ
ャ
ル
ャ
副
首
相
、
カ
ド
カ
文
相
、
そ
の
他

の
内
閣
閣
僚
、
学
者
、
ル
ン
ビ
ニ
開
発
信
託
の
役
人
と
と
も
に
次
の
よ
う

な
ル
ン
ビ
ニ
宣
言
を
決
議
し
た
。

ル
ン
ビ
ニ
宣
言
（
要
旨
）

１
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
、
ル
ン
ビ
ニ
を
世
界
平
和
の
源
泉
と
し
て
、
ま

た
仏
教
者
と
世
界
の
平
和
を
愛
す
る
人
々
の
神
聖
な
巡
礼
の
中
心
地
で
あ

る
と
宣
言
し
開
発
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
を
歓
迎
し
、
支
持
し
、

評
価
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
国
家
と
し
て
の
関
与
が
将
来
に
わ
た
る
も
の

と
確
信
す
る
。

２
、
世
界
平
和
の
推
進
に
お
い
て
、
ル
ン
ビ
ニ
に
神
聖
な
寺
院
を
具
体

化
す
る
こ
と
が
適
切
で
時
宜
を
得
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

３
、
国
際
仏
教
大
学
を
ル
ン
ビ
ニ
に
設
立
す
る
と
い
う
提
案
の
叩
能
性

調
査
を
行
な
う
こ
と
を
提
案
す
る
。

４
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
に
は
バ
イ
シ
ャ
カ
・
プ
ル
’
一
マ
（
五
月
の
満
月
の

日
）
を
ル
ン
ビ
ニ
の
日
と
定
め
、
聖
な
る
地
の
重
要
性
を
よ
り
ア
ピ
ー
ル

す
る
よ
う
に
、
精
神
的
、
文
化
的
な
活
動
を
組
織
し
て
も
ら
い
た
い
。

５
、
ル
ン
ビ
ニ
の
情
報
に
広
範
な
国
際
社
会
の
注
意
を
喚
起
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。

６
、
ル
ン
ビ
ニ
開
発
信
託
の
活
動
を
支
え
る
財
政
的
要
求
の
増
大
に
か
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ネ
パ
ー
ル
政
府
が
、
世
界
三
十
ヵ
国
か
ら
仏
教
者
を
招
い
て
、
ル
ン
ビ

ニ
を
世
界
平
和
の
源
泉
と
し
て
、
ま
た
仏
教
者
と
世
界
の
平
和
を
愛
す
る

人
々
の
神
聖
な
巡
礼
の
中
心
地
で
あ
る
と
宣
言
し
開
発
新
規
巻
き
な
お
し

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
、
こ
の
度
の
ル
ン
ビ
ニ
仏
教
徒
サ
ミ
ヅ
ト
の
意

義
は
大
き
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

９
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
、
特
に
ル
ン
ビ
ニ
開
発
信
託
に
対
し
、
現
在
の
シ

ス
テ
ム
・
手
続
き
を
見
直
し
、
早
期
に
改
良
さ
れ
た
基
本
計
画
を
完
了
で

き
る
よ
う
に
、
組
織
的
で
き
ち
ん
と
し
た
進
展
を
保
証
す
る
意
味
か
ら
、

国
際
的
な
助
言
機
関
を
創
設
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
よ
う
進
言
す
る
。

山
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
に
た
い
し
ル
ン
ビ
ニ
開
発
信
託
を
恒
久
的
か
つ
自

治
的
主
体
と
し
て
扱
い
、
国
連
に
た
い
し
て
は
、
国
連
ル
ン
ビ
ニ
開
発
委

員
会
に
挺
子
入
れ
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
。

Ⅱ
、
世
界
の
平
和
を
愛
す
る
人
々
と
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
の
協
力
が
続
く

こ
と
を
希
望
し
、
二
年
に
一
度
ル
ン
ビ
ニ
の
聖
地
で
継
続
的
に
サ
ミ
ッ
ト

会
議
が
開
か
れ
る
よ
う
に
希
望
す
る
。

持
す
る
よ
う
に
勧
告
す
る
。

す
こ
と
を
要
求
す
る
。

ん
が
み
、
各
国
政
府
お
よ
び
寄
付
者
へ
の
呼
び
か
け
を
進
め
る
。

７
、
開
発
信
託
側
に
は
寄
付
者
・
支
持
者
と
の
活
発
な
意
見
交
換
を
維

８
、
国
際
社
会
な
ど
と
も
相
談
の
上
、
現
在
の
開
発
基
本
計
画
を
見
直
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